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ぞ〉
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11月23日は勤労感謝の日。保育所や幼稚園では、 228勤労感謝の行事とし

て、役場や郵便局・駐在所などを訪れました。

いずみ幼稚園の子供たちは泉郷駐在所を訪れ、山内巡査部長に、「いつもど

うもありがとう、これからもがんばってください。」と感謝の気持ちを。子供

たちから花束と手作りの花瓶をプレゼントされ、山内巡査部長もにこにこ顔。

「ありがとう」と素直に言える感謝の心を、いつまでも持ち続けてほしいも

のです。
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成
人
に
達
し
た
若
者
た
ち
の
晴
れ
の

門
出
を
祝
福
す
る
成
人
式
が
、
来
春
一

月
十
五
日
〈
成
人
の
日
〉
に
就
業
改
諮
問

セ
ン
久
l
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

は
、
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

四
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
す
。

本
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
長
方
と

こ
れ
ま
で
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方
は

合
わ
せ
て
七
十
七
名
。

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
の
に
名
前
が

載
っ
て
い
な
い
方
や
、
村
出
身
者
で
ふ

る
さ
と
で
の
成
人
式
を
希
望
す
る
方

は
、
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
に
公
民
館

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
方

〔
川
辺
〕
磯
目
洋
子
・
大
竹
晴
美
・

大
竹
洋
子
・
坂
本
由
一
・
白
旗
治
代
・

須
藤
昭
・
円
谷
明
美
・
野
崎
正
孝
・

矢
部
淑
子
・
矢
部
明
美
・
矢
部
重
明
・

吉
村
美
子
・
吉
田
美
代
子
・
矢
部
信
彦

〔
蒜
生
〕
曲
山
孝
幸

〔
小
高
〕
秋
山
伸
一
・
須
釜
典
子
・
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須
藤
文
子
・
関
根
文
子
・
高
原
克
司
・

溝
井
保
男
・
溝
井
雄
一
・
一
一
一
輪
玉
美
・

矢
吹
源
重
・
車
田
ヨ
シ
子

〔
中
〕
小
針
成
次
・
角
田
美
知
江

永
林
修
・
小
針
康
吉
・
木
戸
さ
ゆ
り

〔
岩
法
寺
)
相
楽
敬
子
・
須
釜
勝
徳

佐
久
間
和
幸
・
矢
部
正
輝
・
吉
田
貴
子

渡
辺
隆
司
・
大
竹
久
・
草
野
三
代
子

佐
久
間
綾
子
・
村
越
知
栄
子

〔
竜
崎
〕
小
林
春
江
・
小
林
明
・

仁
井
田
好
古
・
深
谷
浩
美
・
小
林
知
佳

仁
井
田
武
男
・
小
林
治
美
・
鈴
木
雄
土

〔
南
調
釜
〕
阿
部
礼
子
・
大
野
玉
窓
・

小
原
克
夫
・
小
針
ひ
と
み
・
塩
沢
進
代

塩
田
不
ニ
美
・
関
川
る
み
・
瀬
谷
和
代

円
谷
久
・
増
子
卓
也
・
真
野
自
忠
夫

〔
北
混
釜
〕
草
野
文
江
・
小
針
和
彦

塩
沢
和
恵
・
鈴
木
孝
行
・
関
根
清
美
・

関
根
寿
子
・
瀬
谷
礼
子

(
吉
〕
佐
藤
正
二
・
森
佳
子
・

矢
吹
隆
雄
・
矢
部
み
ど
り
・
矢
吹
幸
子

近
内
美
恵
子

〔
山
小
屋
〕
石
森
健
一
・
石
蘇

滝

口

弘

〔
四
辻
)

太
田
京
子
・
塩
田

優
良
受
対
協
と
し
て

村
・
交
対
協
が
表
彰
さ
れ
る

十
月
二
十
九
日
、
原
町
市
体
育
館
寸

開
撰
さ
れ
た
「
第
ニ
十
四
回
福
島
県
突

通
安
全
県
民
大
会
に
お
い
て
、
玉
川
村

交
通
対
策
協
議
会
が
優
良
交
泊
対
策
協

議
会
と
し
て
、
県
交
通
対
策
協
議
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
村
交
対
協
が
交
通
安
全
活

動
に
積
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

や
、
昨
年
七
月
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

ー
の
み
ま
せ
ん
ベ
ル
ト
し
め
ま
す

と
ば
し
ま
せ
ん
l

年
末
年
始
は
何
か
と
忙

し
い
時
期
。
そ
れ
に
加

え
、
酒
を
欽
む
機
会
が
多

く
な
る
・
道
路
の
凍
結
な

ど
交
通
環
境
が
悪
く
な
る

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
交

通
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

事
故
を
起
こ
さ
ず
、
明
る

く
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

。
飲
酒
運
転
は
や
め
よ
う

・
運
転
す
る
時
は
酒
を
飲
ま
な
い

.
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

。
子
供
と
お
年
寄
り
を
守
ろ
う

・
飛
び
出
し
に
注
意
す
る

・
ス
ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
め
に

@
冬
の
運
転
は
気
を
つ
け
て

・
ゆ
と
り
を
も
ち
、
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
過
ぎ
な
い

・
車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
、
急
ブ

守敦

一
O
O
O日
を
達
成
し
、
現
在
も
こ
の

記
録
を
吏
新
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
も
交
通
事
故
の
撲
滅
と
、
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
ニ

0
0
0
日
を
目
指

し
、
村
民
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し

ト
帆
〉
円

J
O
な
お
、
同
じ
席
上
、
蒜
生
の
曲
山
武

一
一
さ
ん
が
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
、

県
警
本
部
長
、
県
交
通
安
全
協
会
長
連

レ
!
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
は
避
け
る

。シi
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
必

ず
つ
け
よ
う

酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
も

体
は
十
分
に
酔
っ
て
い
ま
す

い
く
ら
お
酒
に
自
信
が
あ
る
人
で

も
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
の
機
能
に
次
の

よ
う
な
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

ー
、
気
持
ち
が
大
き
く
な
り
、
・
無
理
な

追
い
越
し
ゃ
割
り
込
み
な
ど
を
平
気

で
す
る
よ
う
に
な
る

2
、
睡
眠
作
用
が
あ
る
の
で
、
居
眠

り
を
し
が
ち
に
な
る

名
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

須
釜
地
区
防
犯
協
会

も

表

彰

須
釜
地
区
防
犯
協
会
ハ
会
長
渡
辺
政

一
さ
ん
〉
が
優
良
団
体
と
し
て
、
福
島

県
防
犯
協
会
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
須
釜
地
区
防
犯
協
会

が
、
防
犯
た
こ
あ
げ
大
会
や
非
行
防
止

弁
論
大
会
・
非
行
訪
止
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
力
し
て

い
る
ほ
か
、
地
区
内
を
二
戸
二
戸
田
っ

て
防
犯
診
断
を
実
施
す
る
な
ど
、
防
犯

活
動
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
式
は
、
十
月
十
八
日
原
町
市
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
六
百
福
島
県

中
央
大
会
」
の
席
上
行
わ
れ
、
渡
辺
会

長
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

3
、
注
意
力
が
鈍
く
な
り
、
歩
行
者

な
ど
を
見
落
と
し
た
り
す
る
こ
と

が
多
く
な
る

4
、
と
っ
さ
の
判
断
が
鈍
く
な
り
、

動
作
も
遅
れ
が
ち
に
な
る

5
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
や
ギ
ヤ
チ
ェ
ン

ジ
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
蛇
行
運
転
を
し
た
り

す
る
。

ρ

飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲

む
な
H

を
地
域
や
職
場
、
家
族
ぐ
る

み
で
実
賎
し
ま
し
ょ
う
。
車
を
運
転

す
る
お
客
さ
ん
に
は
お
酒
を
出
さ
な

い
と
か
、
お
酒
を
飲
ん
だ
時
に
は
キ

ー
を
預
か
る
な
ど
、
真
に
思
い
や
り

の
あ
る
配
患
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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芸
術
に
親
し
む
秋
。
十
一
月
は
、
初
の

総
合
文
化
祭
と
し
て
農
業
ま
つ
り
・
玉

川
村
泉
農
協
ま
つ
り
・
商
工
会
ま
つ
り

・
芸
能
発
表
会
な
ど
文
化
行
事
が
目
白

押
し
。
作
品
展
や
演
劇
・
講
演
・
カ
ラ

オ
タ
大
会
な
ど
に
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
参
加
し
、
村
民
の
目
・
耳
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

自
辰

業

ま

つ
り

農
業
ま
つ
り
は
、
十
五
日
J
十
七
日

ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
り
村
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
技
術
・
生
活
改
善
の

普
及
啓
蒙
、
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
農

産
物
品
評
会
や
米
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
農
産
物
品

評
会
に
は
、
た
ば
こ
・
雑
穀
・
そ
莱
・

離
な
ど
約
三
百
点
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
そ
菜
・
果
実
いな
ど
は
展
示
即
売
さ

れ
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
す
ぐ
に
売

り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
。
買
え

な
く
て
が
っ
か
り
す
る
人
の
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

農
産
物
品
評
会
で
の
一
等
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

品

目

部

落

名

米

竜

崎

雑

穀

中

葉

菜

北

須

釜

根

菜

中

小関関高小
針根根林林氏
ョ

正シ栄浅伸名
美子蔵吉一

果

実
た
ば
こ
繭

北竜
"須
釜崎

鈴

木

重

勝

小
針
フ
ク
ヨ

関
根
勇
一

玉
川
村
泉
農
協
ま
つ
り

九
日
、
十
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
、
¥

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
人
気
の
的
は
綱
引
き
大
会

と
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。
綱
引
き
に
は
子
供

か
ら
大
人
ま
で
大
勢
が
参
加
し
、
汗
を

か
き
な
が
ら
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
農
協
裏
に

つ
く
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ

れ
、
二
十
数
組
が
出
場
。
い
ず
れ
も
プ

ロ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
う
ま
さ
に
、
審

査
員
も
頭
を
抱
え
る
ほ
ど
。
結
果
は
、

優
勝
が
中
の
小
針
恵
子
さ
ん
、
二
位
は

川
辺
の
鈴
木
繁
吉
さ
ん
、
三
位
は
中
の

高
林
浅
松
さ
ん
で
し
た
。

こ
の
あ
と
、
も
ち
つ
き
も
行
わ
れ
、

っ
き
た
て
の
も
ち
が
観
客
に
配
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
日
用
品
や
農
機
具
の
展

示
即
売
も
行
わ
れ
、
訪
れ
る
人
た
ち
の

目
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

商
工
会
ま
つ
り

九
日
、
十
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

九
日
は
午
後
一
時
か
ら
元
プ
ロ
ボ
ク

シ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
輪
島
功
一

さ
ん
の
「
わ
が
ガ
ン
バ
リ
人
生
」
と
題

す
る
講
演
会
が
あ
り
、
中
学
校
の
運
動

部
員
五
十
人
を
含
め
約
三
百
五
十
人
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

十
日
は
ミ
ニ

S
L
が
運
行
さ
れ
、
子

供
た
も
の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

ミ
ニ

S
L
は
須
賀
川
市
の
八
幡
万
造

さ
ん
製
作
の
も
の
で
、
蒸
気
や
黒
煙
も

出
る
た
め
、
子
供
ら
は
大
喜
び
。
ミ
ニ

S
L
の
H

乗
客
H

は
約
七
百
人
で
、
商

工
会
会
員
の
扮
す
る
改
札
係
は
応
対
に

大
わ
ら
わ
と
い
う
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
村
体
育
館
で
は
工
業
展
も
関

か
れ
、
村
内
企
業
の
製
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
青
年
文
化
ま
つ
り

玉
川
村
青
年
団
連
絡
協
議
会
主
催
に

よ
り
、
十
七
日
村
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。今
年
は
村
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
が
、
準
備
し
た
席
が
足
り
な

く
な
る
ほ
ど
。
結
果
は
、
最
優
秀
賞
に

は
川
辺
の
鈴
木
繁
吉
さ
ん
、
そ
の
他
五

人
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
北
須
釜
・
南
須
釜
の
青
年
団
が

連
日
連
夜
練
習
し
た
演
劇
を
披
露
し
、

観
客
は
感
動
し
た
り
、
援
を
か
か
え
て

笑
っ
た
り
。
「
朔
べ
、
、未
来
の
た
め
に

/
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
す
る
こ
の
催

し
は
、
青
年
間
員
一
人
一
人
の
結
束
に

よ
り
大
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

一
つ
の
大
事
業
を
終
え
た
若
者
の
顔

は
、
と
て
も
す
が
す
が
し
く
、
頼
も
し

き
を
感
じ
ま
し
た
。
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り
が

の
手
入
れ

先
月
五
日
、
四
辻
・
山
小
屋
怖
が
お
年
寄
り
が
、

冬
に
備
え
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
下
に
植
え
て
あ
る
樹

木
の
手
入
れ
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
四
辻
の
榊
枝
定
一
さ
ん
が
四
辻
・
山

~小
屋
の
お
年
寄
り
仲
間
に
呼
び
か
け
、
桜
愛
好
会

一の
会
長
吉
村
幸
雄
さ
ん
も
加
わ
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
。
こ
の
日
は
全
両
一
ゑ
が
昼
食
持
参
で
参
加
し
、

約
百
本
の
樹
木
の
回
り
を
掘
り
、
玉
川
畜
産
、セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
也
、
た
い
ひ
を
入
れ
る
な
ど
一

日
が
か
り
。

寒
い
風
の
中
1J

は
け
を
か
く
ほ
ど
一
生
懸
命
に
手

入
れ
を
す
る
お
年
寄
り
の
姿
は
力
議
く
、
頼
も
し

き
さ
え
感
じ
ら
託
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
ど
う
も
ど
く
ろ
主
さ
ま
で
し
た
。
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-E -ーーーーー-E 
白-m -m -m -H 
m -ーーーーーー ノーーーー= m -m -ーーーー
一ーー-E -ーーー-a 
m -ーー
ーー
ー自
由

= 
ーー-E 
E -m -ーーーー-M -ーーーー白
血

ーーーーーーーーー= ーーーー
-F 
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ン
大
会

須
釜
中
学
校
恒
例
の
非
行
防
止
校
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
十
一
月
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
は
四
キ
ロ
、
女
子
は
二
・
七
キ
ロ
の
コ
ー

ス
で
し
た
が
、
「
各
自
の
能
力
に
応
じ
て
最
後
ま

で
走
り
ぬ
く
体
力
・
気
力
を
養
う
」
と
い
う
目
的

の
と
お
り
、
参
加
者
全
員
が
完
走
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
男
子
は
円
谷
力
君
(
二
年
〉
が
こ

れ
ま
で
の
記
録
を
七
秒
縮
め
る
大
会
新
記
録
で
、

女
子
は
塩
沢
み
い
子
さ
ん
(
二
年
〉
が
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

優
勝
し
た
二
人
に
は
学
校
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

贈
ら
れ
、
上
位
入
賞
者
に
も
防
犯
協
会
か
ら
メ
ダ

ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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イ
モ
ほ

子
供

先
月
一
日
、
泉
保
育
所
の
年
長
組
の
子
供
た
ち

が
さ
つ
ま
い
も
ほ
り
を
し
ま
し
た
。

中
の
鈴
木
新
六
さ
ん
所
有
の
畑
が
提
供
さ
れ
、

子
供
た
ち
は
何
日
も
前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
け
に
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
畑
へ
。

い
も
を
掘
る
手
つ
き
も
、
は
じ
め
は
ぎ
こ
ち
な

い
様
子
で
し
た
が
す
ぐ
に
慣
れ
、
大
き
な
い
も
を

次
々
に
掘
り
出
し
、
子
供
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。

中
に
は
三
土
セ
ン

チ
以
上
も
あ
る
大
き
な
い
も

も
あ
り
、
子
供
た
ち
も
び
っ
く
り
。

H

収
穫
H

さ

れ
た
さ
つ
ま
い
も
は
午
後
の
お
や
つ
と
し
て
出

さ
れ
、
子
供
た
ち
は
自
分
た
ち
で
掘
っ
た
い

も
を
、
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま

し
た
。

===-==-一=====
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ダ
ン
ス
で

返

り

月
一
回
、
お
年
寄
り
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
高

齢
者
学
級
。
十
一
月
は
二
十
日
に
開
催
さ
れ
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
学
び
ま
し
た
。

午
前
中
は
泉
地
区
、
午
後
は
須
釜
地
区
の
お
年

寄
り
を
対
象
に
開
か
れ
、
合
わ
せ
て
約
百
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

公
民
館
の
落
合
先
生
の
説
明
を
受
け
る
顔
は
真

剣
そ
の
も
の
。
こ
の
日
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

「
オ
ク
ラ
ホ
マ
ミ
グ
サ

l
」
を
学
び
ま
し
た
が
、

実
際
に
踊
る
と
な
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は

消
極
的
。
落
合
先
生
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
促

さ
れ
て
参
加
し
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
手
を
添
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
時
間

が
た
つ
と
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
笑
顔
で
踊
っ
て
い
ま

し
た
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

村
民
を
紹
介
す
る
た

め
に
設
け
ま
し
た
。
「
こ

ん
な
人
が
い
ま
す
」
と
お

知
ら
せ
《
だ
さ
い
。

剛院側

カ
ラ
オ
ケ
で
家
庭
円
満

川
辺
の

今
月
は
、
先
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た

村
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
見
事
優
勝
に
輝

い
た
、
川
辺
字
宮
ノ
前
の
鈴
木
繁
吉
さ

ん
〈
日
歳
〉
を
紹
介
し
ま
す
。

H

好
き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ
H

子
供
の
頃
か
ら
歌
が
好
き
で
、
数
年

前
ま
で
ギ
タ
ー
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
も

弾
い
て
い
た
と
い
う
ほ
ど
の
音
楽
好
き
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
前
か
ら
風
邪
を
ひ

き
、
当
自
は
調
子
が
良
く
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
優
勝
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
東
北
選
技
カ
ラ
オ

ケ
大
会
歌
謡
王
座
決
定
選
大
会
で
七

位
、
先
月
行
わ
れ
た
玉
川
村
泉
農
協
の

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
二
位
な
ど
、
実
力
は

を
か
う
⑦ 

附お

J-.J属余
lJl....の

凶かlく
女
稚
子
園大

滋EZ
比一一
古

」
ろ
ぶ
子
は
育
つ

サ
ク
ラ
子
ち
ゃ
ん
と
キ
グ
オ
く
ん

は
同
い
年
、
い
ま
小
学
三
年
生
で
す

が
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
隣
同
士
で

育
ち
ま
し
た
。
た
だ
、
ふ
た
り
の
お

母
さ
ん
の
子
育
て
は
な
に
か
ら
な
に

ま
で
反
対
で
す
。

キ
ク
オ
く
ん
の
お
母
さ
ん
は
赤
ち
ゃ

ん
の
と
き
か
ら
大
事
に
、
大
事
に
と
育

℃
ま
じ
た
。
よ
ち
よ
ち
歩
き
を
好
め
た

こ
ろ
も
、
こ
ろ
ん
で
は
あ
ぶ
な
い
、
と

い
う
の
で
、
ほ
と
ん
ど
っ
き
っ
き
り
で

し
た
。

鈴

木

繁

士
口
さ
ん

名
実
と
も
に
。

そ
れ
だ
け
に
、
練
習
に
も
相
当
の

時
聞
を
か
け
る
の
か
と
思
え
ば
、
孫

の
絡
美
子
ち
ゃ
ん
が
歌
う
と
き
に
一

緒
に
歌
う
程
度
で
、
特
に
練
習
は
し

な
い
と
の
こ
と
。

繁
吉
さ
ん
の
一
家
は
全
員
歌
好
き
。

四
月
に
行
わ
れ
た
川
辺
の
敬
老
会
に

孫
と
一
緒
に
H

出
演
H

し
、
人
気
を

博
し
た
と
の
こ
と
。
、
今
後
も
歌
い
続

け
る
が
、
若
い
人
た
ち
に
も
っ
と
頑

張
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
注
文
も
。
わ

が
家
は
み
ん
な
で
歌
う
の
で
、
家
庭

が
と
て
も
明
る
い
で
す
よ
、
と
家
庭

円
満
の
秘
訣
を
諮
る
繁
吉
さ
ん
で
す
。

公
給
領
収
証
は
必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

皆
さ
ん
が
公
給
領
収
証
を
受
け
取

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
払
っ
た
税
金

は
、
お
庖
や
旅
館
な
ど
を
通
し
て
県

こ
れ
で
は
ケ
ガ
な
ど
す
る
わ
け
が
あ
サ
ク
ラ
子
ち
ゃ
ん
は
、
ケ
ガ
ら
し
い

り
ま
せ
ん
。
一
度
も
こ
ろ
ば
な
い
で
歩
ケ
ガ
を
し
な
い
の
に
、
キ
グ
オ
く
ん
は

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
キ
ク
オ
く
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
ぐ
ケ
ガ
を
す

ん
の
お
母
さ
ん
は
そ
れ
が
得
意
で
し
る
の
で
す
。
わ
け
を
考
え
て
み
て
も
、

た

。

わ

か

り

ま

せ

ん

。

と
い
う
の
も
、
サ
グ
ラ
子
ち
ゃ
ん
の
キ
ク
オ
く
ん
の
お
母
さ
ん
に
代
わ
っ

お
母
さ
ん
が
ノ
ソ
キ
で
、
赤
ち
ゃ
ん
は
て
考
え
る
と
、
ち
い
さ
い
と
き
に
こ
ろ

こ
ろ
ん
で
ば
か
り
い
た
か
ら
で
す
。
お
ば
せ
な
か
っ
た
の
が
い
け
な
い
の
で

で
こ
を
ぶ
っ
つ
け
て
大
き
な
コ
プ
を
こ
す
。

し
ら
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
サ
グ
ラ
赤
ち
ゃ
ん
は
こ
ろ
ぶ
こ
と
で
、
ど
う

子
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
が
別
に
お
ど
ろ
し
た
ら
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
の
か
、
ど

い
た
様
子
も
な
い
の
を
見
て
、
キ
ク
オ
う
し
た
ら
う
ま
い
?
こ
ろ
び
方
が
で
き

く
ん
の
お
母
さ
ん
の
方
が
き
も
を
つ
ぶ
る
か
を
体
で
覚
え
ま
す
。
危
険
予
防
の

し
ま
し
た
o

，
r

学
習
で
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
今
グ
オ
く
ん
の
お
キ
ク
オ
く
ん
の
お
母
さ
ん
は
過
保
護

母
さ
ん
は
自
信
を
失
い
か
け
て
い
ま
の
あ
ま
り
、
そ
の
勉
強
の
機
会
を
な
く

す

。

し

て

し

ま

い

ま

し

た

。

だ

か

ら

い

ま

よ

に
納
め
ら
れ
、
住
み
よ
い
郷
土
を
つ

く
る
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

H

わ
か
ち
あ
う
幸
せ
H

を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
十
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
赤
い
羽

根
共
同
募
金
。
そ
の
し
め
く
く
り
と
し

て
十
二
月
に
行
わ
れ
る
の
が
、
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
で
す
。
昨
年
は
こ
の
一

か
月
間
で
約
七
十
五
億
円
の
寄
付
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
自
標
額
、
約

六
十
八
億
七
千
万
円
を
目
指
し
、
募
金

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
老
人
や
寝
た
き
り
老
人
、
手
足
の

不
自
由
な
人
な
ど
へ
の
福
祉
の
た
め
に

活
用
さ
れ
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方

が
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、
あ
な
た
の

H

幸
せ
H

を
わ
け
で
あ

げ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

く
ケ
ガ
を
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
こ

ろ
ぶ
こ
と
を
親
は
お
そ
れ
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
が
な
ぜ
丸
々
と

ふ
と
っ
て
い
る
の
か
、
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。
こ
ろ
ん
で
も
骨
な
ど
を
い

た
め
な
い
よ
う
に
肉
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

が
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
ろ

の
子
は
め
っ
た
に
大
ケ
ガ
を
し
ま
せ

ん
。
こ
こ
で
こ
ろ
ば
せ
て
お
か
な
い

と
、
肉
が
落
ち

て
か
ら
の
ケ
ガ

が
多
く
な
り
ま

す。
泣
く
子
は
育

つ
、
と
い
い
ま

す
が
、
こ
ろ
ぶ

子
も
育
つ
。
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社
教
主
事

総
合
文
化
祭
実
行
運
営
委
員
会
主
催

に
よ
る
総
合
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
関

係
団
体
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
事
務
局
を
担
当
し
た
局

長
の
館
長
以
下
職
員
一
同
紙
面
を
お
借

り
し
て
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
町
村
合
併
三
十
周
年
と
い
う

町
村
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
行
事
を

含
め
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。

本
村
で
も
村
民
の
連
帯
に
よ
り
、
総

参
加
、
総
協
力
を
合
い
こ
と
ば
宍
九

月
二
日
、
実
行
運
営
委
員
会
を
就
業
改

諮問セ

γ
タ
i
で
開
催
し
、
行
事
に
向
け

て
具
体
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
会
長
に
は
村
長
、
副
会
長
に
は
泉

・
須
釜
両
農
協
組
合
長
と
商
工
会
長
を

推
戴
し
、
実
行
委
員
長
に
大
野
金
次
郎

さ
ん
、
副
会
長
に
岩
谷
浩
光
さ
ん
、
小

山
田
仲
さ
ん
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
で
、
文

字
通
り
全
村
一
体
と
な
っ
て
の
準
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

行
事
は
十
月
十
九
J
二
十
日
の
須
釜

農
協
ま
つ
り
を
皮
切
り
に
、
十
一
月
十

七
日
の
青
年
文
化
ま
つ
り
を
し
め
く
く

り
と
し
た
約
一
ヶ
月
聞
に
わ
た
り
開

催
。
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
や
発
表
の
中
で

住
民
の
皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
形
で
の

参
加
は
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
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反
映

克

美

こ
こ
で
は
、
商
工
会
が
中
心
と
な
っ

て
開
催
し
た
輪
島
功
一
講
演
会
の
「
わ

が
ガ
ン
バ
リ
人
生
」
に
つ
い
て
紹
介
し

て
お
き
ま
す
。

九
日
(
土
〉
午
後
一
時
、
玉
川
村
体
育

館
で
ご
一
百
人
の
聴
衆
を
前
に
熱
の
こ
も

っ
た
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
プ
ロ
と
ア
マ
の
差
、
そ
れ

は
気
迫
で
あ
る
/
自
分
で
経
験
し
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
/
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
す
こ
と
を
イ
ヤ
が
ら
な
い
/
自
分
の

持
っ
て
い
る
力
以
上
の
力
を
出
す
こ
と

が
ガ
ン
バ
ル
心
で
あ
る
/
ふ
だ
ん
は
飼
い

性
、
本
番
で
は
勇
気
/
人
間
は
環
境
に

支
配
さ
れ
や
す
い
/
ラ
イ
バ
ル
が
い
る

と
両
方
伸
び
る
/
ガ
ン
パ
ル
心
を
わ
き

た
た
せ
る
も
の
を
持
ち
た
い
/
難
し
い

こ
と
を
や
る
よ
り
も
や
さ
し
い
こ
と
を

一
生
懸
命
や
り
た
い
/
ム
キ
に
な
れ
る

人
間
で
あ
り
た
い
/
そ
し
て
も
う
ち
ょ

っ
と
、
も
う
ち
ょ
っ
と
、
と
が
ん
ば
り

た
い
、
な
ど
。

ま
だ
ま
だ
書
き
た
り
ま
せ
ん
が
二
時

間
に
わ
た
り
熱
弁
を
ふ
る
わ
れ
た
輪
島

選
手
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
お
話
は

本
物
だ
と
い
う
感
慨
に
打
た
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
十
七
日
発
表
さ
れ
た
村
民

憲
章
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
生
一
玉
川
村
誕
生
三
十
年
、
福
島
空

落

港
建
設
決
定
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年

度
に
あ
た
り
、
憲
章
が
制
定
発
表
さ
れ

た
こ
と
は
ま
こ
と
に
意
義
深
い
こ
と
で

す
。
村
章
が
、
村
民
の
和
と
協
力
で
明

る
く
豊
か
な
村
づ
く
り
を
象
徴
し
て
い

る
よ
う
に
、
憲
章
は
、
昔
こ
と
ば
で
た

と
え
る
な
ら
ば
、
村
の
H

お
き
て
H

で

す
。
現
代
の
お
き
で
は
住
民
が
つ
く
る

も
の
で
す
。

激
動
す
る
時
代
、
地
域
に
あ
っ
て
、

価
値
の
多
様
化
を
適
切
に
受
け
と
め
、

物
心
両
国
に
わ
た
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
感
覚
を
持
つ
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で

す。
豊
か
な
地
域
c

つ
く
り
が
合
い
こ
と
ば

と
な
っ
て
い
る
昨
今
、
全
村
氏
の
合
意

で
つ
く
り
出
さ
れ
た
憲
章
は
、
住
民
ひ

と
り
ひ
と
り
に
、
村
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
、
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
、

を
問
い
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

成
功
に
終
わ
っ
た
こ
の
お
ま
つ
り
が

全
村
民
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
何
ら

か
の
変
革
に
結
び
つ
い
て
い
け
れ
ば
、

幸
い
で
す
。

優
良
従
業
員
表
彰

語:糊嬢1

新
国
さ
ん
ら
一

玉
川
村
商
工
会
主
催
に
よ
る
昭
和
六

十
年
度
の
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
、
十

一
月
二
十
三
日
午
前
九
時
か
ら
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
内
の
各
事
業
所
か
ら
優
良
従
業
員

と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
二
十
五
名
。

表
彰
式
で
は
商
工
会
長
の
式
辞
の
あ

と
、
賞
状
と
記
念
品
が
一
人
ひ
と
り
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
瀬
谷
一
局
之
さ
ん
(
商
工
会

勤
務
〉
が
「
こ
の
表
彰
に
報
い
る
た
め

に
、
今
後
も
頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
学
法
石
川
高
校
教
諭
で

野
球
部
監
督
で
も
あ
る
柳
沢
泰
典
氏
に

よ
り
「
職
場
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
と
題

す
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す。

〈
敬
称
略
、
順
不
同
〉

受
賞
者
名

新
国
側
男
(
福
島
双
羽
電
機
紛
)

小
林
久
二
夫
ハ

H

〉

角

田

ヤ

イ

ハ

η

〉

草
野
ナ
カ
ヨ
ハ

η

〉

車

田

敬

次

郎

(

車

田

建

設

)

溝

井

真

(

紛

福

島

エ

ン

ヤ

)

曲

山

幸

男

(

H

)

相
楽
幸
子
(
腕
玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー
〉

熊

谷

豊

二

ハ

東

京

精

工

紛

)

矢
吹
ト
ミ
ヨ

(

η

〉

永

沼

喜

一

(

)

遠

藤

利

幸

(

〉

勤
務
先11 l! 

一
十
五
名
受
賞

野
時

蒸

佐
藤
光
四
郎

大

野

清

良

関
根
キ
エ
子

吉

田

七

郎

矢

部

重

蔵

小
林
ヨ
シ
ノ

鈴

木

豊

一

須

釜

半

治

鈴

木

安

夫

関

根

章

瀬

谷

房

之

斑
目
ヨ
シ
ノ

(
東
京
精
工
紛
〉

〈
中
根
精
工
紛
〉

(

H

リ

〉

(
駒
木
根
工
業
紛
〉

(

H

リ

〉

(
紛
鈴
木
光
機
〉

〈
紛
熊
田
建
設
〉

(

西

島

電

子

〉

ハ
尉
佐
藤
製
作
所
〉

(
玉
川
村
商
工
会
〉

(
強
力
玉
川
工
場
〉
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そ
の
S

(
最
終
回
)

今
月
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
改
正
施
行
さ
れ
る
国
民

年
金
制
度
で
、
自
営
業
者
な
ど
第
一
号
被
保
険
者
に
対
し
て
独
自
の

給
付
と
し
て
残
る
付
加
年
金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

付
加
年
金
は
、
現
行
の
老
齢
年
金
に

上
乗
せ
す
る
給
付
で
、
定
額
(
月
額
四

0
0円
)
の
付
加
保
険
料
を
納
め
た
期

間
に
つ
い
て
、
一
見
当
た
り
二

O
O円

で
計
算
し
た
額
を
老
齢
年
金
額
に
加
算

す
る
も
の
で
す
。

改
正
で
は
、
自
営
業
者
な
ど
第
一
号

被
保
険
者
の
み
に
こ
の
付
加
年
金
制
度

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
厚
生
年

金
加
入
者
〈
第
二
号
被
保
険
者
)
や
そ

の
被
扶
養
配
偶
者
ハ
第
三
号
被
保
険
者
〉

に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
現
在
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
で
、
今
ま
で
付
加
保
険
料
を
納
め

た
人
は
、
過
去
に
納
め
た
月
数
分
の
付

加
年
金
が
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ

ま
す
。

刷川

寡
婦
年
金
は
、
第
一
号
被
保
険
者
と

し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間
(
免
除
期

間
を
含
む
)
が
二
十
五
年
以
上
あ
る
夫

が
死
亡
し
た
と
き
に
、
夫
に
扶
養
さ
れ

て
お
り
、
死
亡
し
た
と
き
ま
で
引
き
続

き
十
年
以
上
婚
姻
関
係
が
あ
っ
た
妻
に

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
の

間
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
死
亡
し
た
夫
が
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
る
権
利
を
も
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
り
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

て
い
た
場
合
は
寡
婦
年
金
は
支
給
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
額
は
、
夫
が
受
け
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
第
一
号
被
保
険
者
期
間
に
係

r老

齢
基
礎
年
金
の
額
の
四
分
の
三
に
な
り

ま
す
。第

一
号
被
保
険
者
と
し
て
、
保
険
料

を
三
年
以
上
納
め
た
人
が
、
老
齢
基
礎

年
金
も
障
害
基
礎
年
金
も
受
け
な
い
で

死
亡
し
、
そ
の
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ
る

と
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
場
合

故
人
は
死
亡
し
た
と
き
被
保
険
者
で
な

く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

死
亡
一
時
金
の
額
は
、
次
の
表
の
よ

う
に
現
行
よ
り
も
改
善
さ
れ
ま
す
。

126，500円

52，000円

160，000円

200，000円

36，000円

44，000円

mw
旬
お

R
V
4
P

域
内
切
首

消
費
者
物
価
指
数
が
上
が
っ
て
も
、

年
金
の
価
値
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に
す

る
物
価
ス
ラ
イ
ド
は
、
国
民
年
金
な
ど

公
的
年
金
に
だ
け
あ
る
大
き
な
特
徴
で

す
。
改
正
後
は
、
消
費
者
物
価
指
数
を

年
度
平
均
か
ら
年
平
均
に
改
め
、
五
%

を
超
え
て
平
勤
し
た
場
合
に
、
年
金
額

を
改
定
す
る
時
期
が
翌
年
の
四
月
に
繰

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
こ
れ
ま
で
は
基
本
部
分
だ
け
ス
ラ

イ
ド
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
子
に

か
か
わ
る
加
算
部
分
に
も
ス
ラ
イ
ド
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

だ
よ
り
生
命
保
険
と
税
金

命
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、
そ
の
年

の
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
e

た
だ
し
、
保
険
期
間
が
五
年
に
満

た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
貯
蓄
保
険
に
つ

い
て
は
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん。
ま
た
、
そ
の
年
に
剰
余
金
や
割
戻

金
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
1

支

払
い
保
険
料
か
ら
差
し
引
い
て
控
除

額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

八
生
命
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
〉

生
命
保
険
契
約
に
基
づ
い
て
受
け

取
っ
た
生
命
保
険
金
は
、
そ
の
保
険

料
を
だ
れ
が
負
担
し
て
い
た
か
に
よ

っ
て
、
相
続
税
、
贈
与
税
あ
る
い
は

所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
税
務
相
談

室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

長治多くの
家
庭
で
は
、
病
気
や
交
通

事
故
な
ど
突
然
の
災
難
に
備
え
、
生

命
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

生
命
保
険
に
加
入
す
る
と
、
支
払

っ
た
保
険
料
の
額
に
応
じ
、
一
定
額

が
総
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
て
税

額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険

金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
そ
の
保

険
の
契
約
形
態
に
よ
っ
て
、
相
続
税
、

贈
与
税
又
は
所
得
税
が
か
か
り
ま

す。
そ
こ
で
、
生
命
保
険
に
関
す
る
税

金
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ

。

〉
門
ノ八
生
命
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
〉

確
定
申
告
や
サ
ラ
リ
ー
マ

γ
の
年

末
調
整
の
際
、
そ
の
年
の
支
払
額
に

応
じ
て
最
高
五
万
五
千
円
ま
で
「
生

η
月刊
M

日
(
木
)

午

後

2
時

市
外
・
市
内
局
番

が
褒
わ
り
ま
す

十
二
月
十
二
日
(
木
)
午
後
二
時
か

ら
石
川
電
報
電
話
局
管
内
，
(
石
川
郡
・

東
白
川
郡
〉
の
市
外
局
番
、
市
内
局
番

が
変
わ
り
ま
す
。

市
外
局
番
は
す
べ
て

H
O二
四
七

H

と
な
り
、
管
内
の
通
話
は
市
外
局
番
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
な
い
で
通
話
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

当
日
午
後
二
時
の
前
後
一

分
程
度
は

切
り
替
え
工
事
を
し
ま
す
の
で
、
緊
急

通
話
以
外
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〈
N
T
T
石
川
電
報
電
話
局
)

市外・市内局番表
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今
年
も
恒
例
の
ス
キ
l
教
室
を
磐
梯

国
際
ス
キ
i
場
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
も
白
銀
の
世
界
で
シ
ュ
プ
ー

ル
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
指
導
は
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
員
が
行
い
ま
す
。

開
催
日
昭
和
引
年
1
月
同
日
〈
日
〉

場

所

磐

梯

国

際

ス

キ

l
場

対
象
者
村
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る

男
女
(
小
学
生
以
下
の
場
合

父
兄
同
伴
)
定
員
持
名

〈申

込
順
〉

会

費

千

五

百

円

申
込
〆
切
日
昭
和
引
年
l
月
日
日

申
込
用
紙
は
公
民
館
窓
口
に
あ
り
ま

す。
な
お
、
貸
ス
キ
ー
も
斡
旋
し
ま
す
。

11111111111111111111111111111111111111111111111川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

究
会
員
募
集
グ
大

只
今
、
玉
川
ス
キ
l
ク
ラ
ブ
で
は
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
会
希
望
者
は
溝
井
賢
一
郎
さ
ん

(
小
高
密

3
9
3
5
)
ま
で
ご
連
絡
を
。

1，540戸(-13) 

7，507人(+2) 

3，798人(+2) 

3，709人〈土 0)

村のようす
(60年11月1日現在〉

4・・・h
四J

11 
2 
2 

年
末
年
始
の

衛
生
処
理
に
つ
い
て

-
年
末
の
汲
取
り
申
し
込
み

年
末
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ロ
月
日

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-
ご
み
収
集

ご
み
の
収
集
は
、
ロ
月
お
日
ま
で
で

す
。
来
年
の
ご
み
収
集
は
1
月
8
日
か

ら
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
出
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
ご
み
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に

き
ち
ん
と
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
危
険
物
収
集

危
険
物
の
収
集
は
、
泉
地
区
、
が
ロ
月

mm
目
、
須
釜
地
区
が
ロ
月
幻
自
で
す
。

1
月
は
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ

ず
に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

国国

民定今

年資月
産の
金税率内
，.-.... r"¥税
四三
期期
分分

う。忘五日納

れ(期
ず火限
Vこ tま
納ま十
めで二
まで月
しす二
よ十

7
J
8
R

歯
科
巡
回
診

療
四
辻
農
業
研
修

所

午

前

9
時
印
分

9
日
(
月
〉
第
三
次
結
核

検
診
(
東
部
〉
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー

午
前
9
時

ω分
J
U

時
初
分
ハ
西
部
〉
就

改
セ
ン
タ
ー
午
後

1
時
初
分
J

4
時

日
日
(
金
〉
乳
幼
児
健
診

母
子
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
初
分

献
血
車
来
村
(
村
内
一
円
)

妊
婦
健
診
及
び
母
親
学
級

(
東
部
)
母
子
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
叩
分

成
人
病
予
防
教
室
〈
山
石
法

寺
地
区
)
午
前
9
時
初
分

ロ
月
下
旬
に
三
種
混
合
予
防
接
種

を
予
定
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、

回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

引
年
1
月
妊
婦
健
診
及
び
母
親
学
級

7
日
〈
西
部
〉
母
子
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時

ω分

口
日
(
月
〉

日
日
(
日
)
し
め
な
わ
作
り

(
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
)

日
日
〈
水
)
高
齢
者
教
室

n日
〈
日
〉
し
め
な
わ
作
り

〈
村
体
育
館
)

ロ
月
げ
日

移
動
献
血
車
来
村

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
賀
は
が
き
は

ロ
月
却
日
ま
で
に

郵
便
局
で
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
年

賀
状
の
受
付
け
を
始
め
ま
す
。

年
賀
状
は
な
る
べ
く
十
二
月
二
十
日

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
賀
状
を
出
す
時
に
は
、
次

の
こ
と
に
つ
い
て
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

。
郵
便
番
号
は
、
あ
て
先
・
差
出
人
の

両
方
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
書
い
て

く
だ
さ
い
。

。
あ
て
先
は
省
略
し
な
い
で
、
番
地
・

煉
番
号
・

0
0荘
O
号
室
・

0
0方
な

ど
肩
書
き
ま
で
書
い
て
く
だ
さ
い
0

0
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
以
外
の
は

が
き
を
使
う
場
合
は
、
一
通
ご
と
に

表
の
見
や
す
い
所
に
「
年
賀
」
と
赤

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

で

お

め

た(十
月
届
出
分
〉

岩 小川地
法"市 H

寺 T .，高辺区

出
生
児
氏
名
保
護
者
名

白

旗

中

輔

登

志

夫

溝

井
t

幸

葱

正

一

郎

車

田

純

一

文

昭

久

保

田

ひ

左

み

均

小

針

群

志

弘

相

楽

新

一

甲

四

郎

場
所
と
時
聞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

須

釜

児

童

館
日
時
j
m
w
時
印
分

葉

産

業
日
時
凶
分
J
U
時

双

。
あ
て
先
の
方
面
別
に
、
輪
ゴ
ム
で
と

め
る
な
ど
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(
例
、
川
辺
郵
便
局
区
内
あ
て
・
県

内
あ
て
・
他
府
県
あ
て
〉

〈
川
辺
郵
便
局
〉

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活

動
資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

記

・
北
須
釜
の
瀬
谷
輝
勝
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
吉
の
矢
吹
正
さ
ん
か
ら
一

万

円

・
四
辻
の
関
根
ト
ク
ヨ
さ
ん
か
ら
、

老
人
作
品
展
出
品
物
の
売
上
金

二
千
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
〈
社
会
福
祉
協
議
会
)

士
ロ

須
e

釜

伸

幸

勝

員リ

お

や

み

く

地

区

川

辺

岩
法
寺

南
須
釜

北
須
釜

士口

ハ
十
月
届
出
分
〉

死
亡
者
氏
名
年
齢
世
主
帯
名

因

子

フ

ヂ

倒

閣

夫

大

竹

幸

夫

幻

長

一

遠

野

カ

ツ

ミ

お

誠

瀬

谷

輝

次

回

輝

勝

有

賀

ア

サ

花

一

玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー
M
時
加
分

1
日
時

川

村

役

場
日
時

ω分
j
v
m
時

ω分

玉




